●実況中継トークフレーズ
①肩甲挙筋チェック
目的：肩甲挙筋の硬結をチェックしどちらかの肩～上肢に負担がかかりやすいのかを把握、患者様とシェアする。
トーク例：左右の肩を触り、右側のこの部分が硬いですよね。この押された感じ方を覚えておいてください。


②大胸筋アタック
効果：内旋肩、猫背の矯正。
トーク例：内旋肩、猫背の原因の筋肉を調整していきますね。猫背が強くなると肩の動きが悪くなってしまうので、肩こりの原因にもなってしまうんですよ。


③広背筋アタック
効果：「内旋肩」の矯正、「肩関節可動域」の改善
トーク例：最初は胸を開くために背中から肩に繋がる大きな筋肉を緩めていきますね！
デスクワークやスマホでここが前側に引っ張られてかたまってしまう人が多いんですよ。


④肩甲骨アタックムービング
効果：肩甲骨内縁付近の硬結にアタックしながら、肩関節の動きを作ることで肩甲骨のROMを改善させる。
トーク例： 肩甲骨の動きを良くするための調整をしていきますね。猫背が強くなると背中側にある筋肉が前に引っ張られるので動きと血流の流れが悪くなり、肩こりの原因になってしまうんですよ。


⑤上肢アプローチ
効果： 内旋肩が強くなると上肢にかかる負担が強くなり、肩こりや周囲炎、腱鞘炎になりやすくなる。上肢の重さを取り除くためにある。
トーク例： 腕から手までの調整をしていきますね。腕周りの硬さが出ることで重くなってしまい、肩の動きが悪くなってしまいます。この調整では鍼灸などにも実際に使われるツボを刺激して肩や首のこり、眼精疲労、頭痛、慢性疲労、不眠の解消にも繋がりますよ。


⑥肩関節外旋牽引
効果： 日常生活では動かさないところまで外旋させて牽引することで、内旋肩の矯正をして肩関節のROMを改善させる。
トーク例：内旋肩の調整をしていきますね。体は基本、内側に捻られるのが負担になりやすいので、肩を外側に持っていくことで猫背や内旋肩の解消に繋がっていきます。


⑦圧迫矯正
効果：脊柱に枕を入れているので、より猫背の解消や胸を開くという動作がやりやすくなる。内旋肩の改善。
トーク例：胸の前を広げるストレッチを行っていきますね。
 

⑧頸下部アプローチ
効果：ストレートネックや上部胸椎の猫背の改善を狙う。頭部が頸部よりも前に出てしまうことで頚肩部に掛かる負担が増える。
トーク例：ストレートネックになると後頚部の筋肉が緊張しやすくなるので
首の筋肉と肩の筋肉が交わる場所の調整をして頚の動きを良くしていきますね。


⑨後頭下筋ストレッチ
効果：猫背による「頭の重さ」を軽減させる
トーク例：骨の並びに合わせて、頭を支えている筋肉を調整していきます。こちらも有名なツボを刺激して眼精疲労、頭痛、肩こり、頚こりといった症状の改善を狙っていきますね。


⑩胸鎖乳突筋アプローチ
効果： ストレートネック、上部胸椎の猫背の改善。
トーク例：頭が前に出てしまうと、常に緊張してしまう筋肉の調整を行っていきますね。
この筋肉が柔らかくなってくると頭が後ろに行きやすくなるので、ストレートネックの改善に繋がりますよ。
 
⑪C1調整
効果：「C1」と「C2」のゆがみを改善、「自律神経系」の調整。頭痛などの症状にも対応可能。
トーク例：猫背やストレートネックになると一番負担の大きい部分を矯正していきます。ここを整えると自律神経の働きも良くなります。

効果：「C1」と「C2」のゆがみを改善、「自律神経系」の調整。頭痛などの症状にも対応可能。
トーク例：『しっかり目に刺激を入れるので痛かったら言ってください。ここを調整することで脳への血流が促進されるので終わると目がスッキリしますよ！』


⑫側頭筋アプローチ
効果：頸部や肩周囲の筋緊張からくる頭痛の改善。デスクワークなどで力が入りやすくなっている人は、日頃から噛み締めなどの癖がある人もいる。顎と側頭筋はリンクしているので、調整を行うことにより頭痛や頚、肩の周囲の緊張を和らげることができる。
トーク例：頭の筋肉の調整をしていきますね。この緊張を取ることにより、血管の流れが良くなるので緊張性の頭痛、眼精疲労といった症状が楽になりますよ。

⑬バンザイストレッチ
効果：「小胸筋」の緊張を取り、「内旋肩」の矯正。胸郭を膨らませ、換気量を上げる。
トーク例：最後に肩の矯正をし、肋骨を動きやすくするために深呼吸をしましょう。


⑭肩甲挙筋チェック
目的：肩甲挙筋の硬結をチェックしどちらかの肩～上肢に負担がかかりやすいのかを把握。
トーク例：左右の肩を触り、先程は右側の肩が硬かったですよね。治療前よりも柔らかくなっているのがわかりますか？

